


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































九年）は第四章を「王韜的日本観：従 “同文同種” 到 “狡焉思逞” 」とし、王韜
の日本観が訪日体験の前後で「同文同種」から「狡猾で図太い」に代わったと
いう見解を示すが、管見の限りでは同書中の王韜からの引用文に「同文同種」
という表現はない。
（36）『日本国志』「凡例」『黄遵憲全集』下、中華書局、二〇〇五年、八二〇頁。
（37）この引用箇所について閻氏は前掲書（二〇七頁）に「日本を対等国として
みなし公平に扱う態度」と評している。しかし、皇や帝の呼称を変えることに
よって、日本の身分制や職官制度の呼称全般の見直しも必要となる点を考慮に
入れると、そうとは言い切れないのではないか。
（38）前掲『小方壺齋輿地叢鈔』第十帙、八〇八三頁。
（39）徳田武氏『近世日中文人交流史の研究』（研文出版、二〇〇四年）、十一「黄
遵憲の『日本国志』と『治財法・刑法解釈』」一「『国志』執筆の準備」（四〇五
〜四〇八頁）は、その間の事情を紹介している。
（40）前掲『小方壺齋輿地叢鈔』第十帙、八一四一頁。なお、『小方壺齋輿地叢
鈔』では『日本雑記』の著者を「闕名」とするが、ここで李筱圃とする点につ
いては、汪婉氏（『清末中国対日教育視察の研究』汲古書院、一九九八年、四八
頁）の説に従った。ちなみに同書での李筱圃の紹介を以下に引用する。「李筱
『言語・文化・社会』第 9号
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圃はもと江西で官職についていたが、のちに上海に隠居した。彼は日本滞在中、
上海の商社数社と書信のやりとりをしていたことから、商界との関連のある人
物と推測される」（汪婉、前掲書、四七〜四八頁）。
（41）前掲『小方壺齋輿地叢鈔』第十帙、八一四八頁。
（42）前掲『黄遵憲全集』、一四一九頁。
（43）同上。
（44）『飲氷室文集之四』、八一頁。
なお、『和文漢読法』については、古田島洋介「梁啓超『和文漢読法』（盧本）
簡注：復文を説いた日本語速習書」（『明星大学研究紀要．日本文化学部・言語
文化学科』16、二〇〇八年、二九〜六四頁）が、便利である。
（45）『飲氷室文集之二』、五四頁。
（46）『飲氷室文集之四』、八二頁。
（47）『飲氷室文集之四』、九三〜九四頁。
（附記）
本稿は学習院大学外国語教育研究センター 2009年度研究プロジェクト「近代
中国における「新学」の輸入と「日本」的要素の意味」による研究成果の一部
である。
近代中国における異文化の位相（蝦名良亮）
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关于近代中国对于异文化的看法
晚清知识分子的日本体验与汉字文化―― ――
虾名良亮
现在日中两国的人听到同文一词，可能会想起同文同种的说法。意为日中两
国共同使用汉字并属于同一人种。可是，至少甲午战争以前，晚清中国知识分子
并非如此。那时，同文的意思主要是指日中两国共同使用的汉语古文（汉文），或
指日本的文言文就是汉文。而且会使人想起同文同轨的典故。
这篇论文的主要目的，是对同文同轨的同文观的形成、及其如何失去了其成
立条件的考察。晚清的同文观应该从两个方面来研究。一个方面是有关大一统思
想，另一个方面是有关日中知识分子间的文化交流。
清朝统治体制可以说是用多种语言进行统治的体制。清朝虽然把满文和满语
定为国语，可是在以前明朝统治的地域继续使用汉文。并且对明代的旧朝贡诸国，
例如朝鲜琉球安南日本等，也继续使用汉文。但是在理藩院管辖的藩部上，允许
各个民族使用固有的文字和语言。
一般来说，清朝知识分子对日本并没有特别的关心。同时由于日本德川政权
实施所谓锁国政策，因而他们关于日本的知识是非常狭隘的。加之，一部分明治
日本知识分子的使用汉文的水平也很高，他们能用汉文写作、笔谈乃至吟诗唱酬。
其结果，晚清中国开始与明治日本进行交流的时候，中国知识分子以为日本是同
文之国，没能注意或是忽视了日本独自的语言、文字和文化。
这篇论文，主要论及三个知识分子—俞樾，黄遵宪，梁启超—的同文观。
总之，同文同轨的同文观的退潮，是与不以文字为主而以语言为主的语言观
的兴起有着密切关系。
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